
COVID-19への対応として、貴社ではどのような短期的措置を実施されていますか？1

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により、下した意思決定の影響の全容は、しばらく明らかにはならない中、大手半導
体企業は迅速な対応と意思決定を迫られています。グローバル・サプライチェーンと日常の業務運営が混乱する中、多くの
大手半導体企業は弾力性を持って、リスクを予測し、従業員および顧客に対するリスクを低減する処置に注力しています。大
手半導体企業が大局を把握しCOVID-19が事業に及ぼす影響をよりよく理解するために役立つガイダンスについてはこちら
のリンク（英語）をご参照ください。

COVID-19が 
半導体業界に及ぼす影響
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従業員に代替的な勤務形態を提供（在宅勤務、勤務時間の柔軟化、 
VPNライセンス数の確保等）

仕入先及びサプライチェーン・パートナーによる事業継続計画（BCP）の整備を確認
人員の安全確保及び重要業務の維持のために実施中のプロセスに関する情報を 

従業員に向けて定期的に発信
リモート勤務の実施及び事業緊急時対応計画の発動に伴って 

ネットワーク環境の監視を維持
需要と供給の予測にあわせてキャッシュフロー、運転資本及び在庫の予測を改定

出張旅費、外注費等の削減

設備投資の縮小

一部従業員の自宅待機または人員削減

その他

短期的措置は実施していない

事業継続計画（BCP）の改定

コラボレーション、クラウド、オートメーション等のテクノロジーに関連する 
アップグレードの導入

サプライチェーン（外部製造工場及びOSATパートナーを含む）の地理的分散の強化

内部サプライチェーンの機能強化

他の社内業務（研究開発、データセンター等）の地理的分散の強化

環境・社会・ガバナンス（ESG）に関する実務及び報告の改定

その他

長期的変更は予定していない

COVID-19の結果としてサプライチェーンにおける不足は
発生されていますか？2

• はい。ただし売上に影響する重要な不足ではない
•はい。供給の問題が売上に影響している
•  いいえ。現時点ではサプライチェーンに問題は発生していない
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COVID-19の結果として、貴社ではどのような長期的変更の実施を予定されていますか？1
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COVID-19の状況が2020年6月30日までにほぼ終息する場合、貴社が通常の事業運営及び収益生成を回復する
のはいつ頃と予想されますか？
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2021年以降
■ 事業運営  ■ 収益生成

2020年初頭のコンセンサス予想では業界収益の前年比成長率の予想は1桁台中盤（3～7％の成長）でしたが、 
現在、2020年の業界収益の前年比成長率はどの程度となると予想されますか？

COVID-19は、以下の応用エンドマーケットにおける投資、成長及び採用にどのような影響をもたらすと考えられますか？2
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■  1～2     ■  どちらともいえない
■  4～5     ■  わからない 

上記のデータはすべて、半導体業界を対象としたCOVID-19
の影響に関する調査によるものです。同調査はKPMGとグ
ローバル半導体アライアンスが2020年4月に実施したオン
ライン調査であり、回答者は、グローバル半導体企業の上
級経営者及び取締役22名です。

1 複数回答可のため、合計は100%となっていません。

2端数処理により、合計が100%とならない場合があります。
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